
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.１９ 

大阪市立平野北中学校 

保健室 

 平野北中学校の桜もたくさん咲いて、日ごとに暖かさが増していますね。 

１年間終わって、待ちにまった春休み。部活動を頑張ったり、１年間の復習や受験に

向けての勉強をしたり、友達と遊んだり・・・みなさんはどんな予定がありますか？ 

 新学期が始まると、新しいクラス、先生、後輩・・・と新しいことが一度に始まっ

て、疲れやすくなります。なので、春休みの間に心も体も休めて、元気を充電満タン

にしておいてくださいね☺ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 思春期は、子どもが一人の大人として自立

して自分を確立していく時期です。そのなか

で「親から離れて、自分で自分のことを決め

たい」となり、親への反抗や反発の気持ちが

うまれます。 

 その一方で、この時期は自信が持てず傷つ

きやすく、精神的に不安定になりやすい時期

でもあり、そうなると親へ甘えたり、依存的

になったりする面もあります。 

 そうした、反発心と依存心という正反対な

心の状態を「アンビバレント（両価性）」とい

う言葉で表されます。 

[親からの自立とアンビバレント] 

 

[友人の存在が大きくなる] 

  親から独立しようとする中で、不安やと

まどいの気持ちを軽減するために、仲間と

一緒にいたいという気持ちが強くなりま

す。 

 特に中高生は、友人の中に自分と共通す

る部分を求めて、仲間として同じ価値観を

もつことに意義を見出そうとします。そし

て、そのような同じ価値観の友人が見つか

らないとストレスを感じやすいそうです。 

 

[自分はどのような存在か 
について考える] 

  仲間や社会の影響を受けながら、「自分と

は？」と悩みながら、自分を確立していく時

期です。 

 社会や周囲から期待される役割をまっとう

することが難しいと悩んだり、容姿や能力を

他の人と比べて落ち込んだり、悲観したりす

ることがあります。 

 「自分らしさって？」「自分はどう生きてい

きたいのか？」など真剣に自分と向き合うこ

とで、「自分とは？」の答えを少しずつ探して

いきます。 

 

[自分と他者の違いを受け入れる] 

 思春期の終わり頃（中学生後半～高校

生）になると、少しずつ「自分とは、〇〇

なところがある」「自分は、〇〇が得意・

苦手だ」など、他者からみた自分を理解、

受け入れられるようになっていきます。 

 そして、他人や友人が自分と違うところ

があっても「自分は自分。相手は相手。」

と、自分と相手は違う存在であると受け入

れることができるようになっていきます。 


